
高校人権教育研修・連絡協議会が行われました！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心の支援課では、高校人権教育に関する

情報提供を目的として、高校人権教育研

究委員の先生方のご協力のもと、この通

信を発行しています。 

「High School Human Rights」をはじめ、

「人権教育推進プラン」、「人権教育指導資料集」、「『素敵な学校』づくりに向けて～High 

School Human Rights in Nagano（高校人権教育指導ベース資料）」等の各種指導資料は

県教育委員会ホームページからダウンロードできます。 

（http://www.pref.nagano.lg.jp/kyoiku/kokoro/jinken/gakko/index.html） 

積極的なご活用をお願いします。 

 

 

 

 

高校教育は人権教育を一斉に深く学習する大切な機会です 

「高校人権教育研修・連絡協議会」が６月１日(水)に総合教育センター（塩尻市片丘）

で開催されました。県内各高校から約１００名の人権教育担当の先生方が集まり、高

校における人権教育の目的、課題、指導内容及び方法についての研修を行いました。 

（１）内 容 

①  県の方針説明 「学校人権教育の推進について」 

②  全体講演   「映画『道～白磁の人～』の歩みと在日コリアンの想い」 
講師 李 春浩 さん 

③ 分 科 会   「各校の実践及び計画の発表と意見交換」 

（２）出席された先生方の感想から 
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（ 高校人権教育通信 第 16 号 ） 平成 28 年（2016 年）７月８日 

発 行 長野県教育委員会事務局 心の支援課 

発行人 原 良 通 （心の支援課長）  

MAIL  kokoro@pref.nagano.lg.jp 

本年度もよろしくお願いします 

【全体講演】 

○様々な思いを抱いて様々な人が暮らしているということ、普段忘れていることを思い出すこ

とができました。在日コリアンの方々が今なぜ日本に暮らしているのか…心して生きていかな

くてはと思いました。  

○強い気持ちの入った講演会であった。現代社会などの授業で差別事例を扱ってきたが、改め

て形だけだったと感じた。今でも差別と強く感じている当事者の気持ちを忘れてはいけない。

もう少し具体的に、そのつらい気持ちを踏まえて授業ができることが望ましいと思う。  

 

【分科会】 

○他校の現状が学べたので大変参考になった。今後も情報交換の機会をいただきたい。  



小学３年生（1975 年ごろ）の学級活動の時間に、隣の席に座っていた友人Ｔ君が、「ぼくは『ぶ
らく』の出身です。」と突然話し始めた。『部落』という言葉も初めて聞く言葉であり、担任の
先生が何かを説明してくれたが、その時の自分にはまったく理解ができなかった。家に帰って
母親にその話をするとなぜか変な顔をしていた。その後もＴ君とは同じように遊び、仲良くし
ていた。中学に入るとＴ君とは別々のクラスになって疎遠になってしまったが、同和問題につ
いては授業で詳しく説明され、少し理解できるようになった。しかし、高校に入ると先生も友
人も全くその話題に触れることは無かった。それから今まで、身近に部落差別について話を聞
く機会がなく、もうすでに差別は解消されているのではないとさえ考えることもあった。  
 ところが昨年（２０１５年）１２月に「隠れた部落差別、今も故郷の料理出したら離れた客」
というタイトルの記事を見つけ読んだ。改めて現在も続く“差別”を実感した。  

今年度の高校人権教育研究委員を紹介します 

内容  

「部落差別について」 

小・中学生の学習内容から考える部落差別について 

  

「人権教育だより第 83 号」（部落差別分抜粋） 

 ○解放令と部落解放運動 

 ○少年少女水平社の活動～高橋秀峰の願い～ 

 ○よかったね美穂ちゃん  

 

ご利用はこちらから  

… 長野県教育委員会ホームページ → 人権教育 → 学校人権教育 → 指導資料  

 

 

高校生活は人権についてしっかり学ぶことのできる貴

重な機会です。今の社会に存在する様々な人権課題を

考えるとともに、教職員一人ひとりの言動が生徒の

人権感覚の醸成にもたらす影響を意識し、実践を重

ねていきたいですね。  

高校人権教育研修・連絡協議会では、「同和問題に対す

る取組」が話題になりました。ある人権教育担当の先生

のお話です。 
 

 

各校での人権教育の取組の推進に向けて、心の支援課では今年３月に「人権教育指導資

料集 補完「部落差別について」「人権教育だより第 83 号」を作成・配布しました。ご

活用ください。 

 

 

 

 
（敬称略） 

 

右の先生方にお願いしました。委員会では各校の取組にお役 

にたてる情報を『High School Human Rights』を通じてお届 

けします。お感じになっていることがありましたら、委員の 

先生や事務局までお知らせ下さい。 

小金 典子 上田東高校(教頭) 

召田  誠 明科高校（教諭） 

本田  真 茅野高校（教諭） 

小林 嘉孝 野沢北高校（教諭） 

高野 玲子 北部高校（養護教諭） 

 

個別の人権課題について、考えてみませんか  

【例】学期の初めの

職員会で定期的に研

修してみませんか。 


